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日 曜日 行事・研修 

3 月 
身体測定  

保育参加・個人懇談（8/30 まで） 

4 火 身体測定 

5 水 身体測定 

6 木 乳児研修（０歳） 

18 火 絵本研修（2.3 歳） 

19 水 誕生日会・避難訓練 

20 木 夏野菜パーティー 

24 月 子育て相談日 

25 火 幼児研修（４歳） 

 

 

 

6 月中旬から始まった保育参加も、残り 1か月ほどとな

りました。今年は時期を早めたことで、保護者の皆様と職

員がゆっくり懇談でき、子どもの日々の様子を共有しな

がら互いを理解し合う時間が増えました。その積み重ね

が、子どもにとって安心して過ごせる環境づくりにつな

がっていると感じています。アンケートでも「この時期で

よかった」との声をいただき、嬉しく思っています。汗を

かきながら一緒に遊んでくださったり、水着でプールに

参加してくださったりと、子どもたちにとっても特別で

楽しい時間になっているようです。8月も厳しい暑さが続

きますが、熱中症対策をしっかり行いながら、夏ならでは

の遊びを安全に楽しんでいきたいと思います。 

お泊り保育

 

屋根・壁・樋改修工事のお知らせ  

⚫ 園舎の築後 20 年が経過し、屋根・外壁・雨樋などに劣化が見られるため、

下記の期間に改修工事を実施いたします。工事にあたり、園舎周囲に足場

を組み、全面的にシートで覆う大規模な作業となります。 

⚫ 工事が始まりますと、園庭や中庭には工事車両や資材を一時的に置く必要

があるため、工事期間中は園庭・中庭の利用ができなくなります。 子ど

もたちの日々の遊びについては、散歩活動をより充実させるほか、第 2 保

育園のご協力を得て、 ・第 2保育園の園庭での合同遊び  ・ビオトープや芝

生広場での交流遊びなど、環境を工夫しながら、普段と変わらず楽しく過

ごせるよう計画しております。 

⚫ 工事期間中は、園としても子どもたちの安全確保を最優先に、職員間で連携しな

がら十分に配慮してまいります。保護者の皆様にはご不便をおかけする場面もあ

るかと思いますが、何卒ご理解とご協力をお願いいたします。 

⚫ なお、駐車場につきましては、送迎時間をできる限り避けて工事を進める予定で

す。 送迎時の混雑緩和と安全確保に向けて、引き続きご協力をお願いいたしま

す。                                        

【工事期間】  

10 月 30 日（金）～12 月 18 日（金） 

8：00～17：00／月曜日～土曜日・祝日 

 

 

敬老お楽しみ会   ９月１５日 

運動会      １０月２４日 

 

 

全国保育団体研究集会 in 兵庫！ 

 
8 月 23 日（日）はとのさと福祉会 3 園の 5 歳児が神戸のワー

ルド記念ホールにて全国のお友達とオープニングで歌をうたいま

す！保育園から大型バスに乗って出発します。まだまだ参加受付

中です！  

 安全計画 

保育園では、年間を通して子どもたちが安心して安全に生活で

きるよう、環境の整備や職員研修を計画的に進めています。 こ

のたび、園内の安全に関する取り組みをより分かりやすくお伝え

するため、職員掲示板に「安全計画」を掲示いたしました。 職員

が共通理解をもって保育にあたるための計画となっております

ので、来園の際にはぜひご覧ください。 

 

早朝避難訓練で

す。時間に余裕

のある方は参加

お願いします

（5分程度） 

ぞう組のお泊り保育は、今年のテーマである「光」を中心に活動を広げました。夜

には星空をイメージした絵の具遊びで夜空を表現し、みんなで寝転んで眺める時間を

楽しみました。暗いお部屋では紙コップライトのやわらかな光に子どもたちが感激

し、絵本の登場人物から届いた宝箱の中には、きらきら光る万華鏡キットのプレゼン

トが入っていました。翌朝にはみんなで製作し、不思議な模様にまた驚きの声が上が

っていました。 夕方頃には不安で涙が出てしまったお友達もいましたが、その気持

ちを伝えると「わたしもさっきまで不安やったけど、もう大丈夫。大丈夫やで」と声

をかけてくれる子、そっと手をつないで寄り添う子、頭をなでて安心させて 

くれる子など、仲間の優しさがあふれる場面が見られました。 

気持ちを分かってもらえたことで涙も止まり、夜の焼きそばも 

たくさん食べ、寝るまで楽しく過ごすことができていました。 

自分の不安を経験したからこそ、友達の気持ちに寄り添える 

ぞう組の子どもたちの姿に、仲間の力の大きさを感じたお泊り 

保育となりました。 

 

 

夕方頃には不安で涙が出てしまったお友達もいましたが、その気持ちを伝えると「わ

たしもさっきまで不安やったけど、もう大丈夫。大丈夫やで」と声をかけてくれる

子、そっと手をつないで寄り添う子、頭をなでて安心させてくれる子など、仲間の優

しさがあふれる場面が見られました。気持ちを分かってもらえたことで涙も止まり、

夜の焼きそばもたくさん食べ、寝るまで楽しく過ごすことができました。自分の不安を

経験したからこそ、友達の気持ちに寄り添えるぞう組の子どもたちの姿に、仲間の力

の大きさを感じたお泊り保育となりました。 

ぞう組のお泊りは「光」がテーマ！星空をイメージして夜空の星を絵の具で表現し皆

で寝っ転がって眺めたり、夜のお部屋の暗闇の中で紙コップライトで照らし出された

光に感激したり、絵本の中の登場人物から宝箱にお手紙が！何ときらきら光る万華鏡

のキットのプレゼントがありました。次の日の朝、みんなで製作して不思議な模様に

またまた感激した子ども達！前日の夕方頃には少し不安でぽろぽろ泣いていたお友達

の気持ちをほかの子ども達にも伝えると「あたしもさっきまで不安やったけどもう大

丈夫！大丈夫やで」と泣いている子に声をかけてくれるお友達や、そっと手をつない

でくれる子、頭を撫でてくれる子など気持ちをわかってもらって少し安心したお友達

は涙も止まり、夜の焼きそばもたくさん食べて寝るまで楽しんでいました。仲間の力

ってすごいですね。自分も不安だったからお友達の不安な気持ちもわかり言葉にして

お友達に寄り添っていたぞう組の子ども達でした。 

 

「子どもにとっても保護者にとっても 

安心できる存在であるために」 

 

           中川 結衣 

子どもが好きなこと、そして保育士として働く母の姿を見て

育ってきたことが、私が保育士を目指したきっかけです。人生

の土台となる乳幼児期に、子ども達と１日の大半を過ごせるこ

とは、保育士として大きな責任を感じると同時に、一人一人の

成長を間近で見守ることができる大きな喜びでもあります。   

大切な時期を共にしているからこそ、子ども達一人一人の気持

ちに寄り添い、「安心できる存在」であることを大切に子ども達

と対等にかかわっていきたいと思っています。子ども達が自分

らしくのびのびと過ごし、沢山の「できた！」や「楽しい！」

を積み重ねられるよう、日々のコミュニケーションを大切にし

ながら、保護者の方々と子ども達の成長を一緒に喜び合い、 

一緒に子育てしていけるような関係 

でありたいと思っています。 

 

 


